
年度

（５）事業の現況と今後の見通し

本事業をとりまく状況の変化（社会情勢・ステークホルダー・要望等）

平成30年住宅・土地統計調査（総務省）によると、池田市域における空家の総数は、この１０年間で｢6,300戸⇒6,660戸」に増加している。今後も少子高齢化に
よる生産年齢人口の減少、総住宅数が総世帯数よりも多い状況が進行することによる更なる空き家の増加が懸念される。

目標達成に向けた課題 課題を踏まえた今後（令和６年度以降）の事業の方向性

空き家の件数の増加に伴い、管理不全な空き家も増加している。対処療法として
管理不全な空き家対策のみならず、空き家の発生抑制、利活用促進の取組みが
求められる。
また、空き家法の改正に伴い条例の改正が必要となり、その後の運用に向けた体
制の準備が求められる。

限られた人員で対応しているため、柔軟な対応が難し
い。都市政策課で把握している空家数としては昨年よ
り減ってるが、現時点では比較的きれいな空き家（潜
在的空き家）は数多くあると予想される。100.0%

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

財
 
源

一般財源 Ｃ

上記「有効性・効率性」
選択の理由

B.改善の余地がある

一般財源比率 Ｃ÷Ａ 100.0%

うち受益者負担 Ｂ

512

《上記方向性の理由・今後のスケジュール等》
管理不全な空き家対策と並行して、空き家の発生抑制、利活用促進のための啓
発、空家バンクの促進、相談体制の充実に取り組んでいく。

シルバーセンター
活用事業委託料

180

実績
（R4年度）

目標値
（R４年度）

673件 910件

国・府支出金

A.有効的である（改善の余地がない）

管理が不全な空き家の所有者に対して、解体や適正管
理を求める働きかけを行った結果、改善につながる
ケースが出てきている。

地方債
上記「達成状況」選択の理由　

有
効
性
・
効
率
性
評
価

目標達成のための有効な事
業内容となっているか

事業は効率的に実施できて
いるか

412 886

成果の達成状況 A.順調に推移している

拡充

池田市空家等対策計画

令和

180 192

指
標
値

(

活
動
・
成
果

)

指標の内容
実施計画策定時

（H30年度）

100.0%

主
な
内
訳

通信運搬費 82 32 94

事　業　費（千円）Ａ 512 412 886 空家件数 950件

補助金 250 200 600

事業の手段・方法
（どのように）

空き家の適正な管理と利活用を促進するため、現地調査、指導業務、啓発活動を行う。

（２）事業の概要

（決算） （決算） （予算）

実施形態（直営/委託） 一部委託

事業内容 空き家の適切な管理と利活用を促進するため、現地調査、指導、啓発活動などを行う。

めざす姿（目標） 周囲に悪影響を与えている空き家の解消、増加防止を図る。

関連計画

実施期間
（第３期実施計画期間）

（３）事業費等 （４）成果の達成状況、有効性・効率性評価

区　　　　　分
Ｒ3年度 R4年度 R5年度

項目３良好で安全・安心な住宅の供給

　

元 ～ 令和 4 年度

事業の対象
（誰を、何を）

空き家の所有者、市民

その他 (              )

行政評価シート(令和4年度実施事業) NO. 25

（１）事務事業名・総合計画の体系等

 第３期実施計画の事業名 空き家対策推進事業 財務会計上の事業名 空き家対策推進事業

 第３期実施計画の区分
章/節（施策）/項目/事業番号 1 5 3 1 担当部署名 都市政策課

総合計画
の体系

章 第１章にぎわいと活力あふれるまち

節（施策） 第５節住宅の充実

項目

行政評価（令和3年度実施事業）評価一覧の
NO.に対応しています。

総合計画における施策を
「章」,「節（施策）」,「項目」
に分けて記載しています。

事業の目的とそのためのプロセスを記載することで、
その事業の意義を確認しています。

第3期実施計画策定時に各担当課が設定した指標と
目標値とともに、令和４年度の実績を記載しています。
（成果目標が設けられていない事業に関しては成果
指標を記載しています。）

事業費とその財源内訳を記載するとともに、
一般財源比率と受益者負担率を記載しています。

事業実施にかかる現況と課題に基づき、今後の事業の
方向性について記載しています。


